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1）はじめに 

 この研究は、瀬戸内海の砂採取跡の窪地に採取してきた浚渫

土をリサイクルし、海水汚濁防止材、環境浄化材、構造用材と

して利用することが目的である。実験では、砂採取跡の窪地を

修復する為の材料の適正を試験し、浸水実験用供試体の作成及

び物理試験を行うものとする。 

2）実験方法 

○三軸圧縮試験：供試体寸法は高さ H=10cm、直径 D=5cm、背

圧 ub=100 で固定し、セル圧σ3=150、200、250 で行い、軸ひ

ずみ速度 Vε=0.125mm/min で変位量が 15%に達すれば終了す

る。間隙水圧計、荷重計の値を測定する。飽和度 Sr は 96%であ

った。 

○液性限界試験：落下回数 25 回の時、溝の底部が長さ 1.5cm に

わたり合流する時の含水比を求める。 

○塑性限界試験：液性限界試験で用いた試料を使い、硝子板上

で転がし、直径 3mmの時に切れぎれになる時の含水比を求める。 

○モルタル強度試験：圧縮強度試験の予備試験であり、配合設

計を決定するために、配合の違うモルタルを４種類作成し、ア

ムスラー万能試験機により曲げ強度、圧縮強度を求めた。(寸

法：4cm×4cm×15cm) 

○圧縮強度試験：モルタル強度試験の結果より配合設計を決め、

材齢 28 日程度、60 日程度、90 日程度で圧縮試験を行った。(寸

法：高さ 20cm、直径 10cm) 

3）結果及び考察 

液性限界試験での実験結果を見ると、高含水比で実験が行わ

れていたことが分かる。今回使用した粘土は、水分をよく吸い

含水率も高いものとなるのだが、水に溶解しにくく、水を大量

に加えた場合、よく練り込まなければ部分的に粘土が玉となっ

て残る可能性が高い。 

塑性限界試験では、この粘土がひどく乾燥には弱い粘土だと

いうことが分かる。試料中の塩分は粘着力だけでなく、圧縮強

度や流動性にも大きな影響を及ぼしているため、通常粘土より

多く水分を含んでおり、塩分濃度が低下すれば脆くなることが

推測できる。 

モルタル強度試験では、セメント混入量 40g、60g、100g、200g

図－1 三軸圧縮試験：有効応力経路 
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表－1 三軸圧縮試験：強度定数計算結果 

表－2 液性限界試験 

表－3 塑性限界試験 

表－4 モルタル強度試験：配合設計 



で作成した。曲げ強度は一般的なセメントモルタルに比べ 1/5

程度しかない。圧縮強度では、セメント混入量 40g が 1/4 程度

の強度だったのを除けば、残りの供試体は 1/2 以上の強度が出

ている。破断面は供試体中央付近が湿り気を帯びており、乾燥

すると表層部がひび割れを起こし始める。セメント混入量 100g

未満の供試体、つまり粘土とセメントの割合が 100:1以下では、

室温での保存・構造物へのほぼ不可能であると考えられる。以

上のことより、圧縮強度試験に用いる配合は、セメント混入量

100g 以上を基準に配合設計を行い、より硬化を促進するために

複数の混和材や凝集剤を用い、最適セメント量を検討するもの

とする。 

圧縮強度試験用に作成した供試体でのセメントの割合は、2～

3%程度と微小なもので水中養生による強度増加はあまり望めな

い。事実、強度的にはあまり改善はされていない。供試体によ

っては供試体表面が溶解し始めた。また、供試体表面の溶解及

び強度低下はみられないものでも、ほとんどの供試体において

膨張が確認された。供試体を大気中に放置した場合、急激な乾

燥に伴い供試体表面の異常なほどの乾燥ひび割れ、供試体の収

縮量が激しいためか、せん断破壊のようなひび割れが生じてい

た。粘土が主成分のためセメント量を多くしたとしても、数週

間で形状を保つことが難しくなることが実験により確認された。 

4）まとめ 

○材料特性：粘土中の塩分が粘着力の増加、圧縮強度の増加、

流動性の低下、含水比の上昇等に幅広く影響していると考えら

れる。 

○配合計算による特性：混和材や凝集剤の混入による圧縮強度

変化はあまり感じられないが、強度が低くても供試体表面上の

硬化の促進は確認できた。 

○土質としての特性：水中養生では、供試体の膨張、セメント

混入量が低い場合は水中養生中に表面が溶解し始めることが確

認された。大気中での維持は非常に困難であるため、屋外での

構造物には利用しがたいが、道路の路床板としてや止水壁とし

て土中で利用ができる可能性はあるため、更なる検討の必要が

ある。 
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表－5 モルタル強度試験：最大曲げ強度 

表－6 モルタル強度試験：最大圧縮強度 
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